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東日本大震災で人間の生き方や社会のあり方が問われ、経済的指標より国民の幸福感を重視するフ
Lタンが注目を

集めております。日本においても、GDPCGNPと 相対的にGNH(国民総幸福量:Gross NaJonal Happlness)
と呼ばれる指標について政府レベルで研究が進められており、同時に自治体でも住民の幸福度を探り、政策立案に生

かそうとする動きが広がっております。終身雇用、年功序列といつた戦後経済を支えたシステムや価値観が崩れ、

また少子化、高齢化、無縁化と社会が変化・多様化する中で、そもそも住民にとつて幸福の物差しとは一体何なのか。

今回第一部では、テレビ等でおなじみの読売新聞特別編集委員の橋本五郎さんをお迎えし、はたして
「政治が

国民に幸せをもたらしているのか」ついてご講演をいただきます。第二部では「幸福実感都市あらかわ」を掲げ、

全国に先駆けて区民の幸福度調査・研究に取組む荒川区長、板橋区から担当参事、議会の企画総務委員長、そし

て幸福度分析に取組む学識経験者をお招きし、シンポジウムを行います。

自治体の改革は住民幸福度に結びつくものなのか。経済のように幸福度を数値化できるのか。そして、幸福をどう

規定し、その向上のために自治体には何ができるのか。。。この機会に多くの皆様のご来場をお待ちしております。
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1942年荒りll区生まれ。子稲口大学商学部卒業。子稲ロー大学大学院各

沸研究科及び商学研究料を経て、石口博美労働大臣私吉。東京都榊 、

衆議院議員3期 (防衛政務次官、経済産業ヨ1大臣等を歴任)。 '04年荒りll

EXl長に就任 (現在3期日)。 '09年ダ益財団法人荒りll EXI自治鑢合研究所理

事長。'11年特
'1区

長会会長に就任 (現在2期日)。

EXl長に就任した'04年 に「EXl政はEXl民を幸せにするシステムである」

という区のドメイン、区政が担うべき仕事の額域をため、戦員の意裁友

革を行う。'06年 には、全国に先,駆けて区民の幸福皮調査を実施し、荒

りll区民鑢幸福度の研究を始める。恙を同じくする全国52の 自治体ととも

に本年6月 「住民の幸福実感r.7上 を目指す基礎自治体豊合 (逍淋 :幸せリ

ーカ 」を結咸、初代会長に就任。3期9年にわたる区政桑営では、小学

校全校へのスクール安全ステーショシ設置、組織内大学である荒りll IXl戦

員ビジネスカレッジの創設、公立小中学校への電子黒板・タブレットパ

ソコンの導入、隅ロリllの水を消防水利に活用する永久′財1の整備等、現

在までに900を 超える新規・充実施策を行い、基本構想に掲げたIXIの将

来像である「幸福実慇都市あらかわ」の実現を目指す。
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慶應義塾大学卒業。東京大学大学院経済学研究科博士課

程修F。 監査法人会計士補、大東大化大学経済学部助教授、

記谷大学経済学部功教授などを経て2008年 より現職。専門
は金融・証券投資論。経済学的な祝点からの幸福度分析に

も取組み、著吉・論丈多数。財務イ関税・外国為春等客議
会委員。経済学博±。
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53年板格IXI生 まれ。Manchester MetrOpolitan大 学卒、

法政大学大学院政策夕1生研究科修士課程修了 (政策学修士)。

子戌19年より区議 (2期 日、自民党)。 IXl民環党委員長歴任。(ゲ
私)東京青年会議所板格区委員会千茂24年度委員長、板格区無

形民俗夫化財咸増ヱ神奈保存会所属。

1幡■■ 1由 ::降■澪 (標橋辱微露撃寒経常部参議)■:|■■
昭和34年板格区生まれ。昭和58年入区、 IT準進課長、広
聰広報課長、子ども政策課長、政策企画課長を経て子茂25年 4

月より現職。
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